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我々の研究グループはTES(Transition Edge Sensor)型X線マイクロカロリメータの分解能向上と平行して、撮
像へ向けたTESの多素子化やX線受光部の大面積化も目指している。そこで今回私は多素子化に重点を置き、256
素子というこれまでにない多ピクセル TES型マイクロカロリメータの製作を行い、性能評価を行った。
入射光子による素子の十分な熱化を行うために、通常TESは熱浴と弱い熱リンクで繋がれた構造を取る。我々の

素子では Si基板が熱浴、及びその表面に成膜された Si窒化膜が熱リンクをそれぞれ担っており、これまでは TES
の裏面に存在する SiのみをKOHでウエットエッチングすることで薄膜形状の熱リンクを実現していた。しかしこ
の方法ではエッチングレートの結晶面異方性によって開口部の形状が幾何学的に制限されてしまい、素子の密集化
が不可能である。そこで私は Siエッチングの垂直性に優れたDeep Reactive Ion Etching のドライプロセスを導入
し、エッチングガスと保護用ガスの圧力や印加電圧、供給時間などを最適化することで、約 1 cm2の領域に 180 µm
角の TESが 256(16×16)素子並んだ、大配列かつ配線が全ピクセルに施された TES型マイクロカロリメータを製
作することに成功した。この素子の分解能測定を行った結果、5.9 keVの入射X線に対して 11.1 eVの分解能を達
成し、無照射時 (ベースライン)のノイズレベルは 3.7 eVに相当した。両者の差は熱パルスハイトのばらつきに由
来しており、TES上に電子ビーム蒸着した金の薄膜をX線吸収体として用いることで、エネルギー分解能とベース
ラインの値は近づくことが分かっている。またノイズ解析からベースラインの大半は素子の熱揺らぎと読み出し系
に由来するノイズでは説明がつかない、超過成分ノイズであることも明らかとなった。本年会では多ピクセルTES
型カロリメータの製作プロセス、測定結果と今後の更なる分解能改善へ向けた考察について詳細を報告する。


